
みえ商工会だより2018年（平成30年）5月1日 第580号（1）

三重県知事 揮毫

編集発行所●三重県商工会連合会 / 津市栄町1丁目891 三重県合同ビル TEL059-225-3161㈹　印刷所●共栄堂印刷㈱　18,000部発行

経営努力が実をむすぶ！

石焼まぶし
調理の様子

水圧ジェット
洗浄の様子

持続化補助金を
活用し設備した
バリアフリートイレ

室内クリーニングの前

店内の窓からは
絶景が！

わたらい味処 松味が入る、
バザールわたらい

室内クリーニングの後

和食処 紀の川
－桑名三川商工会－

佐々木
クリーニング

－東員町商工会－

わたらい味処 松味
－度会町商工会－
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　経済産業省では、工業統
計調査を平成30年６月１
日現在で実施します。本調
査は、製造業を営む事業所
を対象に、１年間の生産活
動に伴う製造品の出荷額、
原材料使用額などを調査し、
製造業の実態を明らかにす
ることを目的としています。
　本調査は、国の重要な統計調査であり、調
査結果は国や地方公共団体の行政施策の重要
な基礎資料として使われるほか、大学や民間
の研究機関等においても広く利用されていま
す。
　調査をお願いする製造事業所には、本年５
月中旬から６月にかけて、調査票を統計調査
員が持ってお伺いするか、または国から直接
郵送でお届けいたしますので、お忙しい時期
とは存じますが、調査にご理解いただきます
ようよろしくお願いいたします。
　なお、皆様からご提出いただく調査票につ
いては、統計法に基づき調査内容の秘密は保
護されますので、正確なご記入をお願いしま
す。

「人権」って一言で聞くと、とても難しく感じる。でも、それはとっても簡単なこと。ただ、相手の立場になって一緒に考えるだけ。

製造事業所の皆様へ“人財”が企業の未来を創る

労働保険（労災保険・雇用保険）の年度更新はお早めに！
労働保険料（平成29年度確定・30年度概算）の申告・納付は

平成30年6月1日（金）から7月10日（火）までです お忘れなく
！ お早めに！

事業主の
みなさまへ

経済産業省～中小企業大学校の活用による人材育成について～

【お問合せ先】中小機構中部 中小企業大学校瀬戸校
　　　　　　電話：0561-48-3401

〈お問い合わせ〉　三重労働局総務部　労働保険徴収室　津市島崎町327-2　TEL 059-226-2100

瀬戸校全景グループ演習風景

　中小企業にとって、“ヒト（人材）”は最も大事な財産＝“人財”
であると言われています。特に、人手不足が深刻化する昨今、人
材育成の重要性がより増してきています。
　中小企業大学校瀬戸校（愛知県瀬戸市）は、中小企業の人材育
成を支援する専門の研修機関であり、これまでに３万５千名を超
える受講者の方々にご利用いただいています。
　経営幹部や管理者に求められる「部下の指導・育成」「問題解決」

「チームマネジメント」などの能力を高める研修を、「座学→演習
→自社課題研究」というステップアップ型のカリキュラムで学ぶ
ことができます。
　また、異なる業種や立場の方々と一緒に学ぶことによって、新
たな発見や気づきも得られます。
　貴社の大切な人材育成の場として、中小企業大学校瀬戸校を是
非ご活用ください。

日時　7月6日（金）・9日（月）・10日（火）9時〜16時
場所　四日市、津、松阪、伊勢、伊賀、熊野の

各労働基準監督署
　　　桑名市城東地区複合施設「はまぐりプラザ」
　　　鈴鹿市神戸コミュニティセンター
　　　尾鷲公共職業安定所　　　　　　　以上９会場

※申告書記載について不明の場合は、次の資料をお持ちください。
①「概算・確定労働保険料／一般拠出金申告書」
②作成した平成29年度確定分の賃金集計表

一括有期事業のうち建設の事業については、工事台帳（請負金額・
工期等が確認できるもの）

③事業主印鑑（法人は代表者印鑑）
※労働保険の年度更新手続きは、電子申請により労働局・労働基準監督

署へ出向かなくても、自宅・オフィスから、いつでも手続きができま
す。（詳しくは、電子政府の総合窓口へ http://www.e-gov.go.jp/）

三重県人権メッセージから

瀬戸校 検索

年度更新集合受付会を開催します
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●
経
営
姿
勢

　
佐
々
木
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
、
ア

パ
ー
ト
を
中
心
に
し
た
ハ
ウ
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
業
を
営
む
。
代
表
者

の
佐
々
木
さ
ん
は
、
若
い
時
か
ら

色
々
な
営
業
を
経
験
し
て
き
た
人

で
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
と
和
や
か
な

話
し
方
の
中
に
、
仕
事
に
向
き
合

う
強
い
信
念
を
感
じ
る
人
で
あ
る
。

　
創
業
は
35
歳
の
時
で
、
ア
パ
ー

ト
関
係
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て

い
た
人
か
ら
仕
事
に
誘
わ
れ
た
の

が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
佐
々
木
さ

ん
と
掃
除
と
の
接
点
を
伺
っ
て
い

る
と
、
小
学
校
の
時
の
ト
イ
レ
掃

除
の
際
に
、
便
器
を
雑
巾
が
け
し

て
ピ
カ
ピ
カ
に
し
た
ら
周
囲
が
び

っ
く
り
し
、
先
生
や
友
達
に
大
変

褒
め
ら
れ
た
出
来
事
を
紹
介
し
て

く
れ
た
。
カ
リ
ス
マ
経
営
者
の
中

に
は
、
仕
事
に
向
き
合
う
姿
勢
を

社
員
に
伝
え
る
た
め
に
ト
イ
レ
掃

除
を
奨
励
す
る

人
が
多
い
が
、

こ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
は
、
佐
々
木

さ
ん
が
幼
い
時

か
ら
持
ち
合
わ

せ
て
い
た
仕
事

へ
の
誠
実
な
取

り
組
み
姿
勢
を

端
的
に
表
す
も

の
で
あ
る
。
現

在
は
、
経
理
担
当
の
奥
様
と
３
社

ほ
ど
の
外
部
委
託
業
者
と
連
携
し

な
が
ら
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

●
事
業
の
中
心
は
清
掃
作
業

　
現
在
の
売
上
の
９
割
は
、
ア
パ

ー
ト
管
理
会
社
か
ら
請
負
う
清
掃

業
務
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
高

圧
洗
浄
に
よ
る
外
回
り
清
掃
、
室

内
清
掃
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
草
刈

り
・
剪
定
、
ご
み
の
回
収
・
分
別

等
で
あ
る
。
清
掃
作
業
は
本
来
差

別
化
が
難
し
く
価
格
競
争
に
な
り

や
す
い
。
ま
た
、
ア
パ
ー
ト
の
大

半
は
管
理
会
社
や
不
動
産
仲
介
業

者
が
指
定
の
清
掃
業
者
を
抱
え
る

構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
新
規

顧
客
を
直
接
獲
得
す
る
こ
と
は
難

し
い
市
場
で
あ
る
。
し
か
し
、
多

く
の
同
業
者
の
中
で
も
同
社
の
清

掃
は
徹
底
し
て
お
り
、
丁
寧
さ
が

際
立
っ
て
い
る
。
同
社
に
掃
除
を

任
せ
る
と
、
新
品
と
取
り
換
え
ざ

る
を
得
な
い
と
業
者
が
判
断
す
る

よ
う
な
汚
い
ト
イ
レ
で
も
、
新
品

の
よ
う
に
綺
麗
に
再
生
す
る
の
で
、

交
換
費
用
を
節
約
で
き
る
と
ア
パ

ー
ト
オ
ー
ナ
ー
や
入
居
者
か
ら
大

変
感
謝
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
コ
ス
ト
割
れ
に
な
る

ほ
ど
何
事
に
も
と
こ
と
ん
徹
底

す
る
の
で
、
周
囲
か
ら
は
「
あ

ま
り
極
め
る
な
よ
」
と
か
ら
か

わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

●
今
後
伸
ば
し
た
い
整
理
事
業

　
現
在
の
売
上
の
１
割
は
、
顧

客
か
ら
直
接
請
負
う
遺
品
整
理

と
生
前
整
理
（
片
づ
け
、
家
財

処
分
）
の
業
務
で
あ
る
。
高
齢
化

と
い
う
社
会
情
勢
を
ふ
ま
え
、
得

意
と
す
る
徹
底
し
た
丁
寧
さ
を
武

器
に
事
業
展
開
し
て
い
る
。
そ
の

内
容
は
、
遺
品
整
理
や
高
齢
者
が

施
設
等
へ
転
居
す
る
際
の
身
の
回

り
整
理
の
仕
事
で
あ
る
。
現
在
、

介
護
施
設
、
地
域
の
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
市

役
所
の
福
祉
課
等
か
ら
の
仕
事
が

増
え
つ
つ
あ
る
。
同
社
の
整
理
事

業
は
、
単
な
る
片
づ
け
の
作
業
だ

け
で
は
な
い
。
他
社
が
真
似
し
に

く
い
寄
り
添
う
こ
と
を
前
面
に
打

ち
出
し
た
徹
底
作
業
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
片
づ
け
の
で
き
な
い
人

の
家
に
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
同

行
し
、
片
づ
け
掃
除
を
行
う
等
の

サ
ー
ビ
ス
も
引
き
受
け
て
い
る
。

●
一
流
の
掃
除
に
か
け
る
信
念

　
当
初
は
利
益
の
出
し
方
が
分
か

ら
ず
、
下
請
仕
事
を
ひ
た
す
ら
こ

な
し
て
き
た
と
い
う
。
し
か
し
、

整
理
事
業
を
中
心
に
直
接
仕
事
を

請
け
、
介
護
の
人
と
一
緒
に
仕
事

を
し
て
い
る
と
寄
り
添
わ
ざ
る
を

得
な
い
こ
と
が
多
く
、
今
で
は
、

寄
り
添
う
力
が
付
加
価
値
を
生
む

源
泉
と
考
え
て
い
る
。
「
綺
麗
に

な
る
と
気
持
ち
が
良
い
。
自
分
は

何
も
で
き
な
い
が
、
誰
に
も
負
け

な
い
一
流
の
掃
除
だ
け
は
で
き

る
。
」
こ
の
よ
う
に
語
る
佐
々
木

さ
ん
は
、
他
社
が
真
似
で
き
な
い

一
流
の
掃
除
と
寄
り
添
う
力
を
武

器
に
、
顧
客
か
ら
感
謝
さ
れ
る
事

業
の
発
展
を
目
指
し
て
い
る
。

（
中
小
企
業
診
断
士　
荒
川
晃
一
）

一流
の
掃
除
を
極
め
て

人
に
寄
り
添
う

ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　佐々木さんは、掃除に関しては誰にも負けないとい
う強い意志をもって清掃業をしています。

　大手の業者なら手を付けないよう
なところの掃除も熱心に隅々までお
こない小回りもききます。
　コスト割れになるほど仕事に徹底
することからも佐々木さんの熱心さ
が伝わってきますし、顧客に寄り添
った清掃を行っているため、信頼で
きる清掃業者であること間違いあり
ません。

コメント

東員町商工会
経営支援員

嶋 夏紀 水圧ジェット洗浄の様子

徹底したハウスクリーニングの様子

佐々木
クリーニング

代表の佐々木英次さん

事業所名　佐々木クリーニング
代 表 者　佐々木 英次（51歳）
開　　業　2001年（平成13年）6月
所 在 地　〒511-0255
　　　　　員弁郡東員町長深3762-1
TEL・FAX　0594-76-5254
業　　種　清掃業
従業員数　５名
所属商工会　東員町商工会

事

業

概

要

「みんな平等」、「いじめ、差別はいけない」なんて、言うだけじゃ意味がない。自分から行動して初めて意味があるのだと思う。自分からの行動で、世の中を変えていこう。

会員さん訪問会員さん訪問

三重県人権メッセージから
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●
立
地
と
特
徴

　
和
食
処
紀
の
川
は
、
大
桑
国
道

沿
い
に
在
り
多
度
大
社
か
ら
も
近

い
。
お
店
の
女
将
で
接
客
担
当
の

水
谷
美
紀
さ
ん
と
美
紀
さ
ん
の
ご

主
人
で
厨
房
担
当
の
文
男
さ
ん
が

営
む
お
店
で
あ
る
。
ご
主
人
に
話

を
伺
う
と
、
店
名
の
紀
の
川
は
、

和
歌
山
県
と
は
関
係
な
く
、
ご
主

人
が
奥
様
の
名
前
の
一
文
字
と
、

店
の
傍
を
流
れ
る
川
を
結
び
つ
け

た
も
の
。
名
前
の
由
来
か
ら
ご
夫

婦
の
仲
の
良
さ
が
伺
え
る
。

　
お
店
の
座
敷
数
は
86
席
。
そ
の

多
く
は
座
布
団
席
で
は
な
く
、
畳

の
上
に
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
を
配
置

し
た
椅
子
席
で
あ
る
。
休
日
は
水

曜
日
。
平
日
は
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
の

み
の
営
業
で
口
コ
ミ
客
や
常
連
客

が
中
心
。
女
性
の
割
合
が
多
い
が
、

接
客
目
的
の
男
性
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

も
多
い
。

●
開
業
ま
で
の
経
緯

　
ご
主
人
は
地
元
多
度
町
の
出
身
。

手
に
職
を
つ
け
て
早
く
一
人
前
に

な
り
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
学
校

卒
業
後
は
調
理
師
学
校
に
入
学
し

料
理
人
を
目
指
し
た
。
そ
し
て
、

そ
こ
で
和
食
を
教
え
て
い
た
講
師

が
営
む
名
古
屋
市
中
区
の
料
亭
に

就
職
。
講
師
で
も
あ
っ
た
親
方
は
、

腕
は
一
流
で
あ
っ
た
が
大
変
厳
し

い
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
多

く
の
板
前
は
２
～
３
年
で
辞
め
て

い
っ
た
が
、
水
谷
さ
ん
は
し
っ
か

り
11
年
間
修
行
し
た
。
そ
の
後
親

方
の
紹
介
で
、
当
時
名
古
屋
で
５

本
の
指
に
入
る
と
言
わ
れ
た
千
種

区
の
有
名
老
舗
に
移
っ
た
。
そ
の

料
亭
は
名
古
屋
の
名
士
が
度
々
来

店
し
た
の
で
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
厨

房
環
境
の
中
で
腕
を
磨
い
て
い
っ

た
。
28
歳
の
時
に
は
板
長
に
抜
擢

さ
れ
、
そ
の
料
亭
が
後
継
者
問
題

で
閉
店
す
る
ま
で
の
13
年
間
、
厨

房
を
取
り
仕
切
っ
た
。
そ
の
後
水

谷
さ
ん
は
桑
名
に
戻
り
、
現
在
の

場
所
で
和
食
処
紀
の
川
を
オ
ー
プ

ン
し
た
。
奥
様
は
当
時
の
こ
と
を

振
り
返
り
、
「
主
人
は
毎
日
『
店

を
持
ち
た
い
』
と
い
う
夢
を
語
っ

て
い
た
」
と
い
う
。

●
名
物
料
理

　
同
店
の
名
物
料
理
は
、
ウ
ナ
ギ

の
「
石
焼
ま
ぶ
し
（
税
込
２
、

１
６
０
円
と
４
、３
２
０
円
）
」

で
あ
る
。
ど
こ
に
で
も
あ
る
「
ひ

つ
ま
ぶ
し
」
や
「
う
な
丼
」
と
違

い
、
石
焼
の
器
で
提
供
す
る
こ
と

で
、
新
た
な
美
味
し
さ
を
引
き
出

し
て
い
る
。
ま
ず
、
器
が
石
焼
で

あ
る
の
で
い
つ
ま
で
も
料
理
が
冷

め
な
い
。
ご
飯
の
真
ん
中
に
温
泉

卵
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
ウ
ナ
ギ

と
ご
飯
を
ま
ぶ
し
た
時
に
味
が
ま

ろ
や
か
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
器

の
周
り
に
で
き
る
お
焦
げ
も
楽
し

め
る
。
さ
ら
に
、
小
皿
に
添
え
ら

れ
る
一
味
と
山
椒
が
入
っ
た
辛
み

ネ
ギ
を
た
っ
ぷ
り
ま
ぶ
し
、
ご
は

ん
に
載
せ
る
と
、
口
の
中
に
は
甘

さ
と
辛
み
と
ま
ろ
や
か
さ
が
奏
で

る
豊
か
な
味
わ
い
が
広
が
る
。
ま

た
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
多
く
て
残
っ

た
場
合
に
は
ラ
ッ
プ
で
包
ん
で
持

ち
帰
り
、
自
宅
で
お
茶
漬
け
に
し

て
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

●
看
板
料
理

　
同
店
の
看

板
料
理
は
、

平
日
の
ラ
ン

チ
メ
ニ
ュ
ー

の
紀
の
川
膳

（
税
込
１
、

０
０
０
円
）
で
あ
る
。
料
理
の
種

類
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
値
段
以
上
で

あ
り
、
常
に
お
客
様
か
ら
満
足
さ

れ
る
料
理
で
あ
る
。
常
連
客
か
ら

は
、
「
平
日
ラ
ン
チ
に
得
意
先
を

連
れ
て
き
て
も
、
絶
対
に
恥
を
か

か
な
い
料
理
」
と
評
判
で
あ
る
。

●
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

　
同
店
の
土
、
日
、
祭
日
は
、
法

事
や
家
族
行
事
の
利
用
が
多
い
。

そ
の
際
に
、
気
苦
労
が
多
い
喪
主

や
家
族
の
力
に
な
れ
る
よ
う
、
行

事
後
の
ホ
ッ
と
し
た
時
に
自
宅
で

召
し
上
が
れ
る
簡
単
な
お
手
伝
い

料
理
を
提
供
し
、
お
客
様
か
ら
感

動
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
お
手
伝
い

料
理
に
は
、
次
の
添
え
書
き
が
の

せ
ら
れ
て
い
る
。
「
～
早
朝
よ
り

大
変
お
疲
れ
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
品
は
お
夕
食
の
お
手
伝
い
で

す
。
夜
は
少
し
ば
か
り
楽
を
な
さ

っ
て
下
さ
い
ま
せ
。
～
」
。
同
店

は
、
お
客
様
に
寄
り
添
っ
た
お
も

て
な
し
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、

地
元
か
ら
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
。

（
中
小
企
業
診
断
士　
荒
川
晃
一
）

石
焼
ま
ぶ
し
と

紀
の
川
膳
を
お
勧
め
し
た
い

地
元
に
愛
さ
れ
る
和
食
処

和食処
紀 の 川

　ご主人の試行錯誤の末、完成した絶品の
「石焼まぶし」。

　また、法要での利用の際
は「喪主様への無料のお弁
当」、お食い初め・還暦等
の慶事では「家族写真のサ
ービス」といった、奥様の
お客様に対しての心配り。
　仲の良いご夫婦で営まれ
ている紀の川です。
　一度訪ねてみてください。

コメント

桑名三川商工会
経営指導員
伊藤 章子

人気のランチ
紀の川膳（1,000円）

ご主人の水谷文男さんと
女将の水谷美紀さん

事業所名　有限会社 紀の川
女　　将　水谷 美紀
創　　業　1998年（平成10年）2月
所 在 地　〒511-0102
　　　　　桑名市多度町香取2122-46
TEL・FAX　0594-48-2150
業　　種　飲食業
従業員数　5名
所属商工会　桑名三川商工会

事

業

概

要

店舗外観

「ありがとう」って言われたとき、めっちゃ嬉しくなった。いっぱい「ありがとう」って言われる行動したくなった。「ありがとう」って言ってくれて「ありがとう」。

至
名
古
屋
市

揖
斐・長
良
川

大山田PA

R258

多度大社

桑名三川商工会

至大垣市

桑名東
I.C

東名
阪

大山田PA

イオンモール桑名

東建多度
C.C

和食処
紀の川

会員さん訪問会員さん訪問

三重県人権メッセージから

多度　紀の川 検索
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●
清
流
宮
川
が
見
わ
た
せ
る
立
地

　
今
回
紹
介
す
る
「
わ
た
ら
い
味

処 

松
味
」
は
、
度
会
町
の
河
川

公
園
『
宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク
』

の
芝
生
公
園
・
野
外
ス
テ
ー
ジ
の

２
階
の
飲
食
ブ
ー
ス
に
あ
る
。
店

の
入
り
口
に
は
、
お
茶
、
野
菜
、

木
工
品
な
ど
地
域
特
産
品
を
販
売

す
る
「
い
ら
っ
茶
い
わ
た
ら
い
」

も
併
設
さ
れ
て
い
る
。
店
内
は
広

く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
造
り
で
、

清
流
宮
川
を
見
渡
し
な
が
ら
食
事

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

●
大
将
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

「
わ
た
ら
い
味
処
松
味
」
の
大
将

で
あ
る
松
本
龍
司
さ
ん
は
、
地
元

度
会
町
の
出
身
で
、
料
理
の
世
界

に
入
り
、
伊
勢
・
志
摩
や
大
阪･

京
都
な
ど
の
ホ
テ
ル
や
料
亭
等
で

料
理
人
と
し
て
腕
を
振
る
っ
て
き

た
。
そ
の
後
、
１
９
９
３
年
に
テ

ー
マ
パ
ー
ク
を
運
営
す
る
会
社
に

入
社
し
、
全
国
・
４
箇
所
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
の
食
堂
を
統
括
す
る
責

任
者
を
努
め
た
。
１
９
９
９
年
に

な
っ
て
、
会
社
の
方
針
に
よ
り
、

テ
ー
マ
パ
ー
ク
内
の
食
堂
運
営
を

受
託
す
る
こ
と
と
な
り
、
昨
年
６

月
ま
で
経
営
者
と
し
て
食
堂
を
運

営
し
て
き
た
が
、
会
社
の
経
営
者

が
変
わ
り
、
経
営
方
針
が
変
わ
っ

た
こ
と
で
食
堂
運
営
を
廃
業
す
る

こ
と
と
し
た
。

●「
わ
た
ら
い
味
処
松
味
」の
開
業

　
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
食
堂
運
営
を

廃
業
し
た
と
き
に
、
度
会
町
の

『
宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク
』
の
飲

食
ブ
ー
ス
に
空
き
が
あ
り
出
店
者

を
公
募
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

応
募
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の

後
、
公
募
に
採
択
さ
れ
、
準
備
期

間
を
経
て
２
０
１
８
年
１
月
５
日

に
「
わ
た
ら
い
味
処
松
味
」
を
開

業
す
る
に
至
っ
た
。

●
創
作
料
理
等
へ
の
こ
だ
わ
り

　
「
わ
た
ら
い
味
処
松
味
」
を
開

業
す
る
に
あ
た
り
、
松
本
さ
ん
は

テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
食
堂
で
は
で
き

な
か
っ
た
創
作
料
理
及
び
地
産
地

消
に
取
り
組
み
た
い
と
の
意
向
を

強
く
持
っ
て
い
た
。
度
会
町
に
は

宮
川
で
捕
れ
る
鮎
を
は
じ
め
、
度

会
茶
や
ジ
ビ
エ
な
ど
の
地
域
資
源

が
豊
富
に
あ
り
、
そ
れ
を
活
か
し

て
今
ま
で
に
な
い
創
作
料
理
を
創

り
出
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
地

産
地
消
に
つ
い
て
は
、
提
供
す
る

料
理
の
中
に
地
域
の
素
材
を
活
か

し
た
も
の
を
入
れ
る
よ
う
に
し
て

お
り
、
山
菜
な
ど
は
時
に
は
自
身

で
山
に
入
り
採
り
に
行
く
こ
と
も

あ
る
。

●
営
業
形
態
と
人
気
メ
ニ
ュ
ー

　
営
業
時
間
は
10
時
30
分
か
ら
20

時
ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
、

夜
は
予
約
制
で
会
席
料
理
等
を
提

供
し
て
い
る
。
ラ
ン
チ
は
、
日
替

わ
り
ま
か
な
い
膳
が
人
気
で
３
種

類
の
中
か
ら
選
択
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
メ
イ
ン
の
料
理
だ
け
で
な

く
小
鉢
も
違
う
の
で
、
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
な
価
格
と
相
ま
っ
て
顧
客
か

ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
ま

た
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
食
堂
時
代

に
考
案
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ー
ス

を
掛
け
る
唐
揚
げ
は
今
も
人
気
メ

ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

●
今
後
の
目
標
・
展
開
方
法

　
松
本
さ
ん
に
今
後
の
目
標
等
に

つ
い
て
伺
う
と
「
夏
ま
で
に
地
域

の
特
産
品
を
使
っ
た
創
作
料
理
を

完
成
さ
せ
、
た
く
さ
ん
の
お
客
さ

ん
に
来
て
も
ら
い
、
店
を
地
域
活

性
化
の
拠
点
に
し
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
、
将
来
的
に
は
、
若
い
料

理
人
、
で
き
れ
ば
地
元
・
度
会
の

人
に
店
を
継
承
し
て
も
ら
い
た

い
。
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
中
小
企
業
診
断
士　
橋
本
大
輔
）

創
作
料
理
と
地
産
地
消
で

地
域
活
性
化
の
拠
点
を

目
指
す
料
理
店
！

わたらい味処
松  味

　日本一の清流宮川の優雅な流れと宮リバー度
会パークの芝生広場を眺めながらゆっくり食事

ができるお店です。
　日替わりまかないランチは、
どれも手作りでおいしく、定
期的にメニューも変わるため
女性にとても人気があります。
　これから天然アユなど度会
町の特産品を使った創作料理
メニューが非常に楽しみです。
　皆様も是非お出かけ下さい。

コメント

度会町商工会
事務局長
山北 佳宏

代表の松本龍司さんと
奥さんの松本桂子さん

企 業 名　わたらい味処 松味
代 表 者　松本 龍司
所 在 地　度会町大野木1260
　　　　　（宮リバー度会パーク２階）
Ｔ Ｅ Ｌ　0596-63-0333
営業時間　10：30～20：00
定 休 日　水曜日
業　　種　和食を中心とした食堂
所属商工会　度会町商工会

企

業

概

要

季節の料理

店内には和室も

至
大
台
町

岩
坂
峠

岩
坂
峠

至南伊勢町

至
松
阪
市

宮 

川

玉城I.C 伊勢自動車道

サニーロード

サニーロード度会町
商工会

度会町
役場

県道伊勢南島線

県道鳥羽松阪線

わたらい味処 松味
（バザールわたらい）

会員さん訪問会員さん訪問

傷つけて一人楽しむより、みんな笑いあって楽しむほうが気持ちいいよ。一度きりの人生。傷つけあうより楽しんでいこう！！きっと毎日が明るくなるから。
三重県人権メッセージから
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インターネットは相手の顏が見えません。ふとした一言が、相手を傷つけてしまうこともあります。誰かを陥れて優越感に浸るより、誰もが幸せになれるネット社会が広がるといいです。

　生産性向上特別措置法案が平成30年2月9日
に第196回国会（常会）で制定されました。生産
性向上特別措置法案は、IoTやビッグデータ、人
工知能など、IT分野における急速な技術革新の
進展により、産業構造や国際的な競争条件が著
しく変化している中で、こうした変化に対応し、
世界に先駆けて「生産性革命」を実現させるべく、
国が平成32年度までを「生産性革命・集中投資
期間」として、あらゆる政策を総動員し、我が国
産業の生産性を短期間に向上させることを目的と
しています。
　生産性向上特別措置法案では、（1）プロジェ
クト型「サンドボックス」、（2）データの共有･
連携のためのIoT投資の減税等、（3）中小企業
の生産性向上のための設備投資の促進について盛
り込まれていますが、中でも（3）中小企業の生
産性向上のための設備投資の促進は、我々中小
企業･小規模事業者に大きく関係してきます。具
体的には、国が先端設備等の導入促進指針を定め、
それに基づき市町村が導入促進基本計画を作成し、
国の同意を受けます。そして、中小企業･小規模
事業者は、導入促進基本計画に基づき、先端設備
等導入計画を策定し認定を受けることで、導入す
る先端設備等の固定資産税が３年間減免（特例率
ゼロ～1/2）されるとともに、固定資産税の特例
率がゼロの地域では、各種補助金がその点を加味

し優先採択されることになっています。実際、現
在公募されているものづくり・商業・サービス経
営力向上支援事業（ものづくり・サービス補助金）、
小規模事業者持続化補助金 （持続化補助金）、戦
略的基盤技術高度化支援事業（サポイン補助金）、
サービス等生産性向上 IT導入支援事業（IT補助
金）では、優先採択（審査での加点）されること
になっています。
　生産性向上特別措置法案は、現在（4月第1週）
も国会で審議中ですが、4月3日付けで中小企業
庁から生産性向上特別措置法「先端設備等導入計
画について」という資料が公表され、より具体的
な内容が明らかになりました。また、各種補助金
に影響がでる固定資産税の特例率ゼロに取り組む
市町村のアンケート結果も公表され、幸いにして
三重県では14市、15町全てが固定資産税の特例
率ゼロに取り組む意向であることが明らかになり
ました。
　急速な技術革新の進展、産業構造・国際的競争
条件が激変する中、我々中小企業・小規模事業者
が生き残っていくためには、先端設備等の導入及
び生産性向上に向けて取り組んでいく必要がある
と思います。そして、それらを円滑に進めるため
には政策的な流れを把握し、国が講じる支援策を
活用することも有効であると思われます。

（中小企業診断士　橋本大輔）

生産性向上特別措置法及び先端設備等導入計画について

経済産業省　www.meti.go.jp/press/2017/02/20180209001/20180209001.html
中小企業庁　www.chusho.meti.go.jp/keiei/seisansei/参考ＨＰ

三重県人権メッセージから

項　目 売　　上 採　算（経常利益） 資 金 繰 り
業　界　天　気　動　向　図

年月 H
29
年

4
〜
6
月

H
30
年

1
〜
3
月

H
29
年

4
〜
6
月

H
30
年

1
〜
3
月

H
29
年

4
〜
6
月

H
30
年

1
〜
3
月

7
〜
9
月

7
〜
9
月

10
〜
12
月

7
〜
9
月

10
〜
12
月

10
〜
12
月業種

製　造　業

建　設　業

小　売　業

サービス業

各項目については次により表示した

（数値の左は前期構成比、右は当期構成比を記す）今期直面している経営上の問題点

表　示
ＤＩ値（前年同期比） 20.1～ 5.1～20.0

好　転 やや好転
増　加 やや増加

5.0～△5.0
区　分 横ばい

△5.1～△20.0 △20.1～△35.0 △35.1～
やや悪化 悪　化 非常に悪化
やや減少 減　少 大幅に減少

快晴 晴れ 曇り 小雨 雨 豪雨

製　造　業

前期 今期

前期 今期 20.2 25.0

23.8 23.8

17.8 18.2 6.7

15.8

13.6 8.9 11.4 13.3 9.1

15.8 10.5 13.2 ― 5.3

0.0 9.5

― 18.2

― 14.3

21.9 12.1 ― 9.1

― 21.1

1位にあげる問題点

建　設　業 1位 2位 5位
官公需要の停滞 材料価格の上昇、請負単価の低下、上昇難、民間需要の停滞 従業員の確保難

前期 今期
1位にあげる問題点

小　売　業

前期 今期
1位にあげる問題点

サービス業
1位にあげる問題点

1位
製品ニーズの変化、生産設備の不足・老朽化

3位

１位 3位 4位 5位

3位2位1位 4位 5位
店舗施設の
狭隘・老朽化利用者ニーズの変化需要の停滞 材料等

仕入単価の上昇 従業員の確保難

購買力の他地域への流出、需要の停滞 消費者ニーズの変化 大型店・中型店の進出
による競争の激化

同業者の進出、人件費の
増加、仕入単価の上昇

4位
需要の停滞生 原材料価格の上昇、製品（加工）単価の低下、

上昇難、熟練技術者の確保難
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項　目 売　　上 採　算（経常利益） 資 金 繰 り
業　界　天　気　動　向　図

年月 H
29
年

4
〜
6
月

H
30
年

1
〜
3
月

H
29
年

4
〜
6
月

H
30
年

1
〜
3
月

H
29
年

4
〜
6
月

H
30
年

1
〜
3
月

7
〜
9
月

7
〜
9
月

10
〜
12
月

7
〜
9
月

10
〜
12
月

10
〜
12
月業種

製　造　業

建　設　業

小　売　業

サービス業

各項目については次により表示した

（数値の左は前期構成比、右は当期構成比を記す）今期直面している経営上の問題点

表　示
ＤＩ値（前年同期比） 20.1～ 5.1～20.0

好　転 やや好転
増　加 やや増加

5.0～△5.0
区　分 横ばい

△5.1～△20.0 △20.1～△35.0 △35.1～
やや悪化 悪　化 非常に悪化
やや減少 減　少 大幅に減少

快晴 晴れ 曇り 小雨 雨 豪雨

製　造　業

前期 今期

前期 今期 20.2 25.0

23.8 23.8

17.8 18.2 6.7

15.8

13.6 8.9 11.4 13.3 9.1

15.8 10.5 13.2 ― 5.3

0.0 9.5

― 18.2

― 14.3

21.9 12.1 ― 9.1

― 21.1

1位にあげる問題点

建　設　業 1位 2位 5位
官公需要の停滞 材料価格の上昇、請負単価の低下、上昇難、民間需要の停滞 従業員の確保難

前期 今期
1位にあげる問題点

小　売　業

前期 今期
1位にあげる問題点

サービス業
1位にあげる問題点

1位
製品ニーズの変化、生産設備の不足・老朽化

3位

１位 3位 4位 5位

3位2位1位 4位 5位
店舗施設の
狭隘・老朽化利用者ニーズの変化需要の停滞 材料等

仕入単価の上昇 従業員の確保難

購買力の他地域への流出、需要の停滞 消費者ニーズの変化 大型店・中型店の進出
による競争の激化

同業者の進出、人件費の
増加、仕入単価の上昇

4位
需要の停滞生 原材料価格の上昇、製品（加工）単価の低下、

上昇難、熟練技術者の確保難

みんなが生まれたこの世界。みんなが生きていくこの世界。今生きている全員には会えないけれど、みんなはどこかでつながっている。友達の友達の友達の友達。だから一人なんかじゃないよ。

　日銀が４月２日に発表した３月の企業短期経済観測調査
（短観）によると、企業の景況感を示す業況判断指数（D･I）
は、大企業・製造業でプラス24と、前回より2ポイント悪
化した。大企業・製造業の景況感の悪化は実に８四半期ぶり
のことである。大企業・非製造業の業況判断指数もプラス
23と、こちらも前回より2ポイント悪化となっている。年
明け以降の円高や原材料価格の上昇などを背景に景況感の改
善が一服し、景気拡大の持続に陰りが見える形となった。
　中小企業・製造業の業況判断指数は前回と横ばいのプラス
15となっている。中小企業・非製造業は前回のプラス9か
ら１ポイント改善してプラス10となっており、7四半期連
続で改善している。
　3か月後の先行きの見通し（2018年6月予測）は、大企
業・製造業が4ポイント悪化のプラス20、大企業・非製造
業も3ポイント悪化のプラス20と予測している。人手不足
による収益悪化やトランプ政権の輸入規制などによる貿易摩
擦の深刻化も不安視される。中小企業においては、製造業が
今期より3ポイント悪化しプラス12、今期改善していた非
製造業は5ポイント悪化しプラス5と予測しており、大企業
同様、先行きに不安を感じ慎重な見方が多くなっている。
　内閣府が３月16日に発表した３月の月例経済報告におい
ては、国内景気は「景気は、緩やかに回復している」という
判断を据え置いている。これは1月に「景気は、緩やかな回
復基調が続いている」から「景気は、緩やかに回復している」
に引き上げたが、先月に引き続き据え置いたものである。３
月の月例経済報告では、消費者物価の表現を「横ばいとなっ

ている」から「このところ緩やかに上昇している」と1年7ヶ
月ぶりに変更した。個人消費や設備投資といった他の項目に
ついては据え置いている。
　商工会地域の景況調査においては、今期（2018年1月～
3月）の業況に関するD･I 値は、製造業が前期より14.8ポイ
ントと大幅に改善し±0.0、建設業は12.4ポイント悪化し
マイナス26.1、小売業は6.6ポイント悪化しマイナス48.7、
サービス業も4.9ポイント悪化しマイナス22.5となってい
る。前期は、改善幅にばらつきがあったものの全業種が改善
していたが、今期は製造業のみが改善している。建設業は前
期の改善分悪化し、小売業は3期連続でマイナス40を下回
っている。サービス業は3期連続でマイナス10台をキープ
していたが、今期はマイナス20台になってしまった。
　来期（2018年4月～6月期）の業況予測については、製造
業が今期実績よりも3.3ポイント改善しプラス3.3になると
予想。建設業は今期実績より11.8ポイント改善しマイナス
14.3、小売業は17.1ポイントと大幅に改善しマイナス31.6
と予測しているが、サービス業だけは今期より8.7ポイント
悪化しマイナス31.2となっている。
　商工会地域の景況感は、製造業が4期連続で改善しており、
来期も好調を維持する見込みであるが、他の業種については
改善の傾向が定着せずに厳しい状況が続いている。中でも、
サービス業は、製造業と同じような水準で推移していたのが、
今期、来期予測で悪化傾向となり、製造業との間に格差がで
きてしまっている。

（中小企業診断士　橋本大輔）

製造業は前期に引き続き改善傾向にあるものの、建設業、小売業、サービス業は波に乗れず！
－2018年1月〜3月期 中小企業景況調査報告書概要－

三重県人権メッセージから



みえ商工会だより2018年（平成30年）5月1日 第580号（8）

商工貯蓄共済制度
からのお知らせ
　平成30年４月より保
険料率が下がりました！
　掛金はそのまま（１口
＝2,000円）ですが、保
険料が安くなった分積立
金に回りますので、満期
金が今から楽しみ☆
　この機会にコツコツ貯
蓄をしてみませんか？！
　死亡保障もセットにな
っていますので万一の時
にも安心。
　詳細は商工会窓口へお
問合せ下さい♬

やっとちゃんと気づいた。住んでいるところがちがうだけで、わたしたちはなにも変わらない。なにひとつ変わらない。境界線をひいてしまったのは、真実を知ろうとしなかった自分自身だ。

正職員
募集

公益財団法人 反差別・人権研究所みえ

県内23商工会に勤務する
職員を募集しています。

お問合せは　（公財）反差別・人権研究所みえ
　　　　　　愛称「ヒューリアみえ」
〒514-0113 津市一身田大古曽693-1
電話059-233-5525　FAX 059-233-5526
E-mail  secretariat@kenkyu-mie.or.jp

◀ホームページ
　http://www.kenkyu-mie.or.jp/

フェイスブック▶
https://www.facebook.com/hurriamie/　
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ヶ
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め

て
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え
商
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お
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ま
す
。

　

今
月
号
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
は
、「
経
営
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力

が
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を
む
す
ぶ
！
」
と
し
て
会
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問

で
お
伺
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し
た
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の
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た
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会
員
さ
ん
訪
問
の
記
事
は
、
３
ペ
ー
ジ
か
ら

掲
載
し
て
い
ま
す
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◆
会
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さ
ん
訪
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今
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も
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し
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い
ま
す
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回
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開
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迎
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、
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ら
に
今
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１
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で
す
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で
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事
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運
営
に
役
立
て
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け
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で
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で
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か
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◆
経
済
コ
ラ
ム
で
は
、
国
が
今
年
度
か
ら
平
成

32
年
度
ま
で
の
３
年
間
を「
生
産
性
革
命
・

集
中
投
資
期
間
」
と
定
め
て
、
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が
国
産
業

の
生
産
性
を
短
期
間
で
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め
に

新
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ま
す
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中
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て
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備
投
資
の
促
進
、
税
制
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遇
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、

各
種
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助
金
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関
連
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深
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話
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で
す
。

◆
三
重
県
商
工
会
地
区
の
中
小
企
業
景
況
調
査

報
告
は
、
今
期
は
製
造
業
が
改
善
し
堅
調
に

推
移
し
て
い
る
も
の
の
、
他
の
業
種
は
波
に

乗
れ
ず
に
停
滞
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
来
期
見

込
み
で
は
、
建
設
業
・
小
売
業
が
盛
り
返
す

予
想
で
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
厳
し
い
状
況

が
続
き
そ
う
で
す
。

◆
誌
面
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途
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に
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小
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構 

中
部
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部

や
工
業
統
計
調
査
実
施
な
ど
、
関
係
機
関
か

ら
の
Ｐ
Ｒ
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
中
小
企
業
診
断
士　
橋
本
大
輔
）

編

集

後

記

　三重県では今も、被差別部落出身者に対する差別文書の入った封書がばらまかれたり、
同和地区がどこかと行政に問い合わせがあったり、住宅購入等の際に忌避したりするな
どの部落差別が残っています。また、インターネット上では、「ネットいじめ」と言わ
れる問題が教育現場を中心に発生したり、「障害」者が施設の利用を拒否されたり、同
性愛者やトランスジェンダーなどの多様な性のあり方への無知や無関心が引き起こす差
別や人権侵害も起きています。このような差別や人権侵害が存在することは、マイノリ
ティに生きづらさをもたらすだけでなく、マジョリティにとっても「自分らしく、自分
の人生を生きること」を遠ざける状況を生み出しています。
　私たちは、2016年度に施行された「障害者差別解消推進法」「ヘイトスピーチ解消推
進法」「部落差別解消推進法」をはじめ、「人権が尊重される三重をつくる条例」の具現
化に向け、県民一人ひとりの参画をもとに、反差別・人権、環境・平和等の問題に取り
組む運動団体、研究者、企業並びに自治体等と協働を図り、あらゆる差別の撤廃、生き
づらさの解消をめざして活動しています。「100人いれば100通りの生き方」がありま
す。誰もが唯一無二な存在だからこそ、自他を認め合い、誰もが自分らしく生きられる
社会〔ダイバーシティ（多様性）とインクルージョン（包括）〕をめざすために、ヒューリ
アみえへのご支援ご協力をお願いいたします。
　ヒューリアみえでは、県民を対象とした人権に関する講座の開催、講師派遣を年間約
400回にわたって県内外の学校や自治体、事業所などで行っています。三重県人権大
学講座は22年目を迎え修了生は1000人を超えています。人権問題の調査・研究では、
企業における社会的責任について、とりわけ中小企業における人権の取組の重要性につ
いても研究を重ねています。
　ヒューリアみえの活動は下記のURLやQRコードからアクセスいただき、これまで
の活動についてぜひご覧ください。そして、ヒューリアみえの諸活動や目的にご賛同い
ただける方（個人や団体）は、会員のご入会やご寄付など、ご支援ご協力をいただきま
すよう、よろしくお願いいたします。

★職　　種　総合職
★勤 務 地　三重県内の商工会
★勤務時間　8：30〜17：15
★給　　与　本会規程による
★待　　遇　社会保険完備

　三重県商工会連合会では、中小企業・小規模企業の経営支援業務に従事する人
材を募集しています。詳しくは、三重県商工会連合会ホームページ「商工会等職
員募集情報」をご覧ください。

★応募条件　大卒または卒業見込みで
昭和54年4月2日以降平成9年4
月1日生まれの方、経験不問

★受付期間　2018年6月30日（土）まで
上記受付期間内に本会宛応募書類
を送付してください。

三重県人権メッセージから


